
硬
式
野
球
部

私
達
、

硬
式
野
球
部
は
県
大

会
出
場
、
そ
し
て
、
夏
の
大
会
で

勝

つ
こ
と
を
目
標
に
日
々
練
習
に

励
ん

で
い
ま
す
。

技
術
や
精
神

力
の
向
上
を
常
に
目
指
し
、
チ
ー

ム
プ
レ
ー
を
大
切
に
し
て
勝
利
の

為

に

一
人

一
人

が
全
力

で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
全
く

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
不
足
し
て
い
る
た
め
募
集
し
て

い
ま
す
。

興
味

の
あ
る
人
は
、

是
非
来
て
下
さ
い
。

軟
式
野
球
部

軟
式

野
球
部
は
現
在

二
年
生

男
子

三
名
、

女
子

二
名
、　
一
年

生
男
子

一
名

の
計
六
名

で
毎
週

水
曜
日
と
日
曜
日
を
除
き
活
動
し

出
場
し
、

ま
あ
ま
あ

の
成
績

は

残
し
て
き
ま
し
た
が
、

悩
み
は

普
段
の
練
習
が
十
分
に
出
来
な
い

と
い
う

こ
と
で
す
。

で
き
れ
ば

助

っ
人
を
頼
ま
ず
、

い

つ
も
練

習
し
て
い
る
仲
間
で
試
合
に
出
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
経
験
者
や

初
心
者
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
窮
状
を
救

っ
て
く
れ
る

一
年

生
を
待

っ
て
い
ま
す
。

軟
式
野

球
部

の
存
続

の
た
め

に
も

是
非

入
部
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

一
緒
に
関
東
大
会
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
希
望
者
は
グ
ラ
ン
ド
に
来
て

く
だ
さ
い
。

サ
リ
カ
ー
部

僕
達
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
含
め
て
五
〇
人
を
超
え

る
人
数
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め

毎
日
が
賑
や
か
で
、
明
る
く
楽
し

い
部
活
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
顧
間
の
自
岩
先
生
、

川
上
先
生
の
御
指
導
に
よ
り
、

県
大
会

へ
出
場
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
今
ま
で
以
上
に
頑
張

っ
て
い
き

ま
す
。

男
子
バ

ス
ケ

ッ
ト
部

僕
た
ち
男
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は

二
年
生
五
人
、
　
一
年
生

六
人
の
十

一
人
で
練
習
し
て
い
ま

す
。こ

の
チ
ー
ム
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

コ
ー
ト
内
で
は
プ
レ
イ
に
つ
い
て

指
摘
し
あ

い
、

コ
ー
ト
外

で
は

仲
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
目
標
は

県
大
会

に
出
場
す
る

こ
と
で
す
。

来
年
度
、
バ
ス
ケ
が
好
き
で
や
る

気

の
あ
る
新
入
生
が
た
く
さ
ん

入

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

女

子

バ

ス

ケ

ッ
ト

部

女
子
バ
ス
ケ
部
は
、

二
年
生

九
人
、　
一
年
生
八
人
の
計
十
七

人
で
す
。
廣
瀬
涼
子
先
生
指
導
の

も
と
、
夏
は
走
り
こ
み
、
冬
は

筋
ト
レ
中
心
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
通
常
練
習
に
加
え
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
交
え
、
確
実
に
勝
利
を

目
指
し
て
、
″
明
る
く
楽
し
く
違

し
く
″
日
々
活
動
し
て
い
ま
す

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

私

た
ち

ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
は

昨
年
は
県
西
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
県
大
会
に
は
出
場
出
来
な

か

っ
た
の
で
今
年
は
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。　
一
月

二
日
、

本

校
体
育
館
で
、
恒
例
の
新
年
会
が

あ
り
ま
し
た
。
先
輩
方
と
試
合
を

し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

卓

球

部

卓
球
部
は
男
子
六
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
現
在
部
員
が
少
な
く

特
に
女
子
部
員
が
い
な
い
状
態
な

の
で
部
員
を
募
集
中
で
す
。
部

員
は
少
な
い
で
す
が
こ
れ
か
ら
も

自
分
た
ち
の
目
標
と
し
て
団
体

戦
で
の
県
大
会
出
場
を
目
指
し
て

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
で

す
。ソ

フ
ト
テ
エ
ス
部

私
達

ソ

フ
ト

テ

ニ
ス
部
は
、

男
子
十

九
名
、

女
子

三
名

で
毎

日
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

昨

年
は
県
大
会

に
出
場
し
た
り
、

様
々
な
大
会
で
成
績
を
残
す
こ
と

が

で
き
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年

以
上
に
活
躍
し
よ
う
と
気
合
い
を

入
れ
て
頑
張
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
部
員
同
士
で
熱
い
友
情
を

築
く
絶
好
の
場
な
の
で
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
見
学
に
来
て
下
さ
い
。

陸
上
競
技
部

本
年
度
の
記
録

県
大
会
四
〇
〇

ｍ
第
八
位

現
在

一
年
生
だ
け
五
人

で
活

動
し
て
い
ま
す
。

先
輩
た
ち
が

残
し
た
功
績
に
負
け
な
い
よ
う
に

が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

自
分
次
第

で
す
ば

ら
し

い
記

録
が
残
せ
る
す
ば
ら
し
い
部
活
で

す
。

効
率
良

い
練
習
方
法

で
、

時
間
が
短
く
勉
強

と

の
両
立
が

可
能
で
す
。
是
非
入
部
し
て
く
だ

さ
い
。

山

岳

部

部
員
数
六
人

の
山
岳
部
で
す
。

昨
年

に
は
、

見
事
関
東
大
会
出

場
を
果
た
し
今
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ

錦
い
て
ぃ
ま
す
。
女
子
は
今
の
と
こ
ろ

△
〓
傘
韓
帥
吐
娩
軸
晦
勁
強
鈴
琳
年
体

西

助
っ
人
を
頼
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

蟹
不
い
嚇
つ 況
煉
争
貯
郊
審
彬
売
諏
筆
い

( 1 5 )



報
詣車抑即ぽば斜藤随畔建誌“

△
〓
国
立
特
別
記
念
公
園
と
し
て
登

西
副

螢
ウ
好

紫

を
制
覇
し
て
き
ま
し
た
。

我
が

部
は
、
君
を
必
要
と
し
て
ま
す

ボ
ク
シ
ン
グ
部

僕

た
ち
ボ
ク

シ

ン
グ
部
は

二

年
生

一
〇
人
、　
一
年
生

一
人
、

マ

ネヽ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
試
合
に
勝

つ
た
め
に
ス
ト

イ

ッ
ク
な
練
習
を
し
た
い
人
は
も

ち
ろ
ん
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に

で
も
何
で
も
い
い
の
で
男
女
問
わ

ず
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

心
優
し
い
先
輩
達
と
美
人
マ
ネ
ー

ジ

ャ
ー
が
あ
な
た

の
入
部
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

男
子
バ
レ
，
ボ
ー
ル
部

僕
た
ち
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル

部
は
部
員
八
人
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ニ
人
の
計

一
〇
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
先
輩
後
輩

の
仲
が
よ
く
、

部
活
内
の
雰
囲
気
が
良
い
こ
と
が

バ
レ
ー
部
の
魅
力
で
す
。
高
校
で

何
か
始
め
た
い
と
思
う
人
、
ぜ
ひ

我

が
男
子

バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部

に

入
部
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

女
子
バ
レ
！
ボ
ー
ル
部

私
た
ち
女
子
バ
レ
ー
部
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
合
め
て
十
二
名
で
明
る

く
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

少
な
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
日
充
実
し
た
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
笑
い
の
絶
え
な
い
こ

の
チ
ー
ム
で
、
優
し
い
先
輩
た
ち

と

一
緒
に
プ
レ
ー
し
ま
せ
ん
か
？

初
心
者
で
も
レ
ギ

ュ
ラ
ー
に
な
れ

る
可
能
性
大
！
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
体
育
館
ま
で
！

柔

道

部

私
た
ち
柔
道
部
は
部
員
七
名
と

い
う
少
な
い
人
数
の
中
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
短
時
間
の
練
習
で
創

恵
工
夫
を
し
、
楽
し
み
な
が
ら

笑
い
の
絶
え
な
い
部
活
で
す
。

目
標
は
県
大
会
で
入
賞
し
、
関

東
大
会

に
出
場
す
る

こ
と
で
す
。

人
数
が
少
な
い
の
で
、
経
験
者
ま

た
は
そ
う
で
な
い
人
も
大
歓
迎
な

の
で
、
ぜ
ひ
入
部
し
て
下
さ
い
。

剣

道

部

私
達
剣
道
部
は
、　
一
年
生
八

名
、
二
年
生
三
名
、
計
十

一
名
で

顧
間
海
老
原
先
生

の
ご
指
導

の

下

〃
関
東
大
会
出
場

〃
を
目
標

に
掲
げ
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
朝
練
で
は
竹
刀
操
作
や

筋
ト

レ
を
中
心

に
、

放
課
後
は

基
本
練
習
か
ら
稽
古
ま
で
気
迫
の

篭

っ
た
練

習
を
し

て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
是
非
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

弓

道

部

弓
道
部

は
男
女
合
わ
せ
て

二

年
生
が
十

四
人
、
　
一
年
生
が
十

九
人

で
活
動
し

て
い
ま
す
。

基

本
的
に
休
み
が
少
な
い
の
で
忙
し

い
で
す
が
、
そ
の
分
部
員
同
士
の

仲

は
良

い
で
す
。

最
近

で
は
練

習

の
成
果
も
あ

っ
て
大
会

で
入

賞
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し

た
。

残
り

の
大
き
な
大
会

で
も

全
力
を
出
し
き
れ
る
よ
う

に
頑

張
り
ま
す
！

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
十
二
名
　
女
子
十
名

初
心
者
大
歓
迎
で
す
１

平
成
十
九
年
度
戦
績

【
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選
】

・
県
西
地
区
大
会

男
子
団
体
　
優
勝

男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
　
田
崎
友
基

（
三
年
）

中
島
友
浩

（
二
年
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
　
中
島
友
浩

（
二
年
）

【
新
人
大
会
】

・
県
西
地
区
大
会

男
子
団
体
　
準
優
勝

男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
　
中
島
友
浩

（
二
年
）

冨
田
尚
人

（
一
年
）

４
位
　
野
手
大
輔

（
一
年
）

大
鳴
延
洋

（
一
年
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
　
中
島
友
浩

（
二
年
）

・
県
大
会

男
子
団
体
　
ベ
ス
ト
八

男
子
ダ
ブ
ル
ス

ベ
ス
ト

一
六

中
島
友
浩

（
二
年
）

冨
田
尚
人

（
一
年
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ベ
ス
ト

一
六

中
島
友
浩

（
二
年
）

ラ
イ
フ
ル
射
撃
部

僕
た
ち
ラ
イ

フ
ル
射
撃
部
は
、

真
壁

に
あ
る
射
撃

場

で
日
々
練

習
を
行

っ
て
い
ま

す
。

昨
年
は

関
東
大
会
、
広
島
の
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
射
撃
を
通
し
て

集
中
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

個
人
競
技
な
の
で
個
々
の
努
力
で

結
果
が
出
せ
達
成
感
が
得
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ

一
度
体
験
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

硬
式
テ
エ
ス
部

私
た
ち

硬
式

テ

ニ
ス
部
は
、

男
子
八
名

、

女

子

三
名

の
計
十

一
名

で
中
村
先
生
、

国
府

田
先

生

の
ご
指
導

の
も

と
、

県
大
会

出
場
を
目
標
に
日
々
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。

軟
式

経
験
者

の
方

や
テ

ニ
ス

未
経
験
者
の
方
で
も
、
興
味
の
あ

る
方
、

や
る
気

の
あ
る
方
は
大

歓
迎
な
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
来
て
み

て
下
さ
い
。文

芸

部

私
た
ち
文
芸
部
は
、
全
日
制
と

定
時
制
が
合
同
で
活
動
し
て
い
る

部
活
で
す
。
「
難
し
そ
う
」
と
敬

遠
さ
れ
が
ち
な
俳
句
や
短
歌
。
確

か
に
最
初
は
う
ま
く
作
れ
ま
せ
ん
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紫 西 会 報
が
、
作

っ
て
い
る
う
ち
に
楽
し
く

な

っ
て
き
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
！

部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ゼ

ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

十
七
文
字

の
俳
句
と

三
十

一

文
字
の
短
歌
に
、
あ
な
た
の
青
春

を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

写

百
本
部

写
真
部
は
、
現
在
二
年
生
五
名

で
活
動
し
て
お
り
、
主
な
活
動
は

撮
影
会

へ
の
参
加
、
撮
影
旅
行
の

実
施
、
県
高
校
芸
術
祭
写
真
展

ヘ

の
出
展
な
ど
で
す
。
過
去
、
全
国

総
文
察
の
代
表
に
三
回
、
関
東
高

校
写
真
展
の
代
表
に
は
七
回
選
ば

れ
て
お
り
、
関
東

へ
は
四
年
連
続

出
場
中

で
す
。
（
九
年
間
で
）
新

入
部
員
急
募
中
で
す
。
（初
心
者

歓
迎
）

茶
華
道
部

茶
華
道
部
は
週

に

一
回
火

曜

日
に
三
年
生
二
人
、
一
一年
生
二
十

人
、

一
年
生
二
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
講
師
の
飯
塚
先
生
ご
指
導

の
下
、
季
節
折
々
の
お
手
前
の
練

習
に
励
み
ま
す
。
経
験
が
な
く
て

も
大
丈
夫
な
の
で
、
興
味
が
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
茶
道
室
に
来
て
く
だ

さ
い
。

美

術

部

今
年
度

の
美

術
部

の
活
動
内

容
は
、
通
常

の
部
活
動
で
は
、
石

膏
デ

ッ
サ
ン
、
人
物
ク

ロ
ッ
キ
ー

な
ど
を
中
心
に
、
七
曜
祭
、
県
西

高
校
美
術
展
、
茨
城
県
高
等
学
校

芸
術
祭
高
等
学
校
美
術

展

へ
の

出
展
に
向
け
て
、
舘
野
先
生
の
ご

指
導
の
下
、
作
品
制
作
を
行
い
ま

し
た
。

生

物

部

自
分
た
ち
で
好
き
な
活
動
が
で

き
る
部
活
で
す
。
化
石
の
観
察
や

片
栗
粉
溶
液
の
実
験
、
ブ
タ
の
目

や

ニ
ワ
ト
ト
リ
脳
の
解
剖
、
サ
ツ

マ
イ
モ
栽
培
、
七
曜
祭
で
の
展
示

な
ど
活
動
内
容
は
多
様
で
す
。
今

年

は

一
年
生
有
志

と

Ｄ
Ｎ
Ａ
解

析
を
取
り
入
れ
た

『
ア
サ
ガ
オ

・

染
め
分
け
の
研
究
』
を
行
い
、
全

国
大
会
の
学
生
科
学
賞
で
入
選
し

ま
し
た
。
理
科
全
般
に
興
味
が
あ

る
人
、
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

吹
奏
楽
部

こ
ん

に
ち
は
。

私
達
吹
奏
楽

部

は
顧
問
佐
藤
先
生

、
副
顧
問

皆
川
先
生

の
ご
指
導

の
も
と
、

二
年
生

二
名

、　
一
年
生
九
名

の

計
十

一
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

少
人
数

で

の
活
動

に

は
限
度
が
あ
る

の
で
困

っ
て
い

ま
す
。
そ

こ
で
皆
さ
ん
、
私
達

の
救
世
主

に
な

っ
て
下
さ

い
１

楽
器
が
吹

け
る

っ
て
、

か

っ
こ

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
？

放

送

部

放
送
部

は

二
年
生

二
名
、　
一

年
生

三
名

の
計
五
名
で
明
る

く

楽
し
く
ま

っ
た
り
と
活
動

し
て

い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
朗
読

や

ア
ナ
ウ

ン
ス
の
大
会

に
出
場

し
た
り
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
作

っ

た
り
な
ど
な
ど
。
興
味

の
あ
る

人

は
ぜ

ひ

一
度
部
室
を

の
ぞ
き

に
来
て
下
さ

い
。

主日
楽

部

私
達

音
楽
部
は

二
年
生

四
バ

ン
ド
、　
一
年
生

三
バ

ン
ド

で
活

一ウ一一ウ

≡
ヽ

■

■

ｉ

＝

！

動
し

て
い
ま
す
。
活
動

は
主

に

バ

ン
ド
毎

で
す

の
で
、

と
て
も

自
由
な
部
活

で
す
。
文
化
察

の

あ
る
年

に
は
、
旧
体

で
ラ
イ
ブ

を
行

っ
て
い
ま
す
。
新

入
生
は

バ

ン
ド
数
が
多

い
の
で
最
初

の

う
ち
は
な
か
な
か
練

習
で
き

ま

せ
ん
が
、

や
る
気

の
あ
る
人

は

是
非
入
部
し
て
く
だ
さ
い
。

水
　
泳

（
部
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
し
出
が
あ
れ
ば
、

試
合

に
で

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
）

（谷
家
　
悠
海
　
二
の
一
じ

県
大
会

・
第
四
三
回
茨
城
県
民
総
合

体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会
兼

第
六
二
回
国
体
茨
城
県
大
会

競
泳

の
部

女
子

一
〇
〇

ｍ
自
由
形

五
九
秒
六
四

（大
会
新
）優

勝

女
子
二
〇
〇

ｍ
自
由
形

三
分
〇
六
秒
九

一

（大
会
新
）

優
勝

・
平
成
十
九
年
度
第

五
八
回
関

東
高
校
水
泳

競
技
大
会
県
予

選
会
兼
第
五
六
回
茨
城

県
高

等
学
校
選
手
権
水
泳
競
大
会

競
泳

の
部

女
子

一
〇
〇

ｍ
自
由
形

五
八
秒

四
六

（大
会
新
）優

勝

女
子
二
〇
〇

ｍ
自
由
形

三
分
〇
七
秒

三

十

（標
準
新
）

優
勝

関
東
大
会

・
第

五
八
回
関
東
高
等

学
校
選

手
権
水
泳
競
技
大
会

兼
第
七

五
回
日
本
高
等
学
校

選
手
権

水
泳
競
技
大
会

関
東
地
域
予

選
会

競
泳

の
部

女
子

一
〇
〇

ｍ
自
由
形

五
八
秒

三

一　

　

　

　

五
位

女
子
二
〇
〇

ｍ
自
由
形

出
場

全
国
大
会

・
平
成
十
九
年
度

全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
兼
第
七
五

回
日
本
高
等
学
校

選
手
権
水

泳
大
会
競
泳

の
部

女
子

一
〇
〇

ｍ
自
由
形

五
七
秒
六

二

二
位

女
子
二
〇
〇

ｍ
自
由
形

出
場

・
第
六
二
回
国
民
体
育
大
会

混
合

女
子

二
〇
〇

ｍ
リ

レ
ー

出
場

少
年
女
子
Ａ

一
〇
〇

ｍ
自
由
形

出
場

パ
ツ
コ
ン
同
好
会

部
員
数
八
名
で
、
毎
週
火
曜
、

金
曜

日

の
放

課
後

に
特
別
棟

三

階

の
パ

ソ

コ
ン
室

で
活
動
し
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、

デ
ジ
タ

ル
ア
ー
ト
、

パ

ソ

コ
ン

入
カ

コ
ン
ク

ー
ル

に
出
場
す
る

た
め

の
ブ

ラ
イ

ン
ド
タ

ッ
チ
入

力
の
練
習
、
デ
ジ
タ
ル
音
楽
等
々
、

パ

ソ

コ
ン
の
好
き
な
人

、
全
員

集
合
―
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会

今
年
度

の
友
情
列
車

「
ひ
ま

わ
り

号
」

の
行
き
先
は
、
上
野

動
物

園
で
し
た
。
障
害
者

と
共

に
楽
し

い

一
日
を
過

ご
し
ま
し

た
。

ま
た
、
協
和
養
護
学
校

の

収
穫
祭
や
あ
す
な
ろ
学

園

の
盆

踊
り
会

に
も
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
手
伝

い
に
行
き

、
楽
し

く
活
動

す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

校
肉

で
は
、
各
種
地
震
被

( 1 7 )



報

義
晦
的
数

援
募
金
活
動
を
行

い

紫 西  会

現
在

、

二
年
生

の
女
子

５
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
部

員

が
足
り
ま

せ
ん
。
優
し

い
心
を

持

っ
た
方
、
ぜ
ひ
入
部

し
て
く

だ
さ
い
。

スト
リ
ング
・オロケ
ストラ間好
会

私
た
ち
は
、

ご
く
少
な

い
人

数

で
す
が
、

ア

ッ
ト
ホ

ー
ム
な

平
成
十
八
年
八
月
か
ら
平
成

十
九
年
七
月
ま
で
の
約

一
年
間
、

高
橋
成
美
さ
ん

（
三
の

一
）
は

Ｆ
Ｈ
Ｊ

（
全
国
高
等
学
校
家
庭

ク
ラ
ブ
連
盟
）
主
催
の
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
ス
カ
ラ
シ

ッ
プ
留
学
生
と

し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部
の

ジ

ョ
ー
ジ
ア
州
キ
ャ
ロ
ル
ト
ン

に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
、
高
校

（ぎ
再

や
コ
患

軍
単

旨
ゴ
ｏｏ】）
に
通
学

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
体

験
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

雰

囲
気

の
楽
し

い
部
活

で
す
。

今
は
３
月

の
定
期
演
奏
会

に
向

け
て
練
習

に
励
ん

で
い
ま
す
。

弦
楽
器
と
い
う
と
、

か
た

い
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
ん
な

こ
と
は
な
く
、

誰

で
も

楽

し
め
ま
す
。

私

た
ち
と

一
緒

に
“
楽
し

い
音
楽

の
時
間
”
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

の
も
お
願

高
橋
成
美

（
三
の

一
）

私
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本

に

一戻

っ
て
き
た

の
は
、

つ
い
先
日

の
こ
と
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ま

る

で
夢

を

思

い
返

す
よ

う

に
、

ど

こ
か
朧
げ

で
、

遠

い
昔

の
こ

と

の
よ
う

に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

そ

の
理
由
は
き

っ
と
、

ア
メ
リ

カ
で
過

ご
し
た
期
間
は
、
私

に

と

っ
て
夢

の
よ
う
な

日
々
だ

っ

た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

ま
だ

ア
メ
リ
カ

に
着

い
て
間

も
な

い
頃
は
、

日
本

と

の
違

い

に
圧
倒
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

日
本

で
も
あ
る
程
度

英
語
は
勉

強
し
て
き
た

の
だ
か
ら
、

と
い

う
私

の
期
待

に
反
し

て
、

来
た

ば
か
り
の
私
に
は
、
本
場
の
人
々

が
話
す
言
葉
は
速

く
、
ま
た
南

部

の
独
特

の
ア
ク

セ

ン
ト
も
あ

る

の
で
、

混
乱

し
て
し
ま
う

こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
言

い
た

い

こ
と
が
う
ま
く
表
現
で
き
ず
、

や
き
も
き

す
る

こ
と
も
し
ば
し

ば
。

当
初

は
緊
張
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
だ

っ

た

の
で
し

ょ
う
、

日
に
ち
が
た

ち
、

だ
ん
だ
ん

と
ア
メ
リ
カ

の

空
気

に
も
慣
れ

て
く
る
と
と
も

に
、
そ
れ

ら

の
問
題
は
改
善
さ

れ

て
い
き
ま
し
た
。

相
手

の
言

葉
を
理
解

し
よ
う
と
必
死

に
耳

を
傾

け
、

う
ま

＜
伝
え
よ

う
と

努
力
を
し

て
い
る

と
、
そ
れ

に

応

え
る
よ

う

に
相
手
は
私
が
話

す
言
菓
を
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
、

そ
れ

が
拙

い
言
葉

で
あ

っ
て
も

懸
命

に
意
味
を
汲

み
取
ろ
う
と

し
て
く
れ
ま
し
た
。

双
方

の
努

力
も
あ
り

、
だ
ん
だ
ん
と
う
ま

く
会
話

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
人
と

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
を
取
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、

完
肇
な
文
法

で
話
す

こ
と
よ
り

も
、
伝

え
よ
う
と
す
る

こ
と
、

分
か

っ
て
あ
げ
よ

う
と
す
る

こ

と
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
ｏ
ｏ
Ｆ
＞
メ
ン
バ
ー
と

し
て

の
活
動
を
通
し
、
多
く

の

こ
と
を
学

べ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、

円
ｏ
ｏ
Ｆ
＞
の
信
条
で
す
。
こ
れ
は
、

毎

回
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

の
際

に
全

員

で
唱
え
て
い
た
も

の
で
す
。

『
事
Φ
い
る

津
Φ
き
き
卜
当
一や
番
宅

８
喜
昏
Ｆ
ュ
雪
下
や
島
Φあ
ｏ
，
卜
お
Φユ
⇔弾

ヨ
Φ
き
ぎ

き
Φ
旨
ぎ
る

者
【き

〓
鵠
さ

一〇Ｆ
【Ｄい０
　
や■
ュ
　
一
一∝
Ｆ
　
ず
〇写
Φ「』

（
私
た
ち

「
ｏ
ｏ
Ｐ
＞
の
メ
ン
パ
ー

は
、
暖
か
い
勇
気
と
高
い
希
望

を
持

っ
て
未
来
に
臨
む
。
）
留
学

す
る

と
い
う
高

い
希
望

を
持

つ

こ
と
が
、

私

に
努
力
す
る
力
を

く
れ
ま
し
た
。

こ
の
留
学
生
募

集
案
内
を
見
た
時
、
挑

戦
し

て

み
よ
う
と
い
う

一
歩
を
踏
み
出

せ
た
勇
気
が
、

す

べ
て

の
始
ま

り

で
し
た
。
そ
し

て
、
『
Ｅ

の

皆
様
、
キ

ッ
コ
ー

マ
ン
株
式
会

社

の
皆
様

の
支
援

が
あ

っ
た
か

ら
こ
そ
、

こ
の
夢
を
実

現
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

日
本

の
家
族
や

ホ

ス
ト

フ

ァ
ミ
リ

ー
、
友
達
や

先
生
方

が
支

え
て
く
れ
た
お
か

げ

で
、

有
意
義
な
時
間
を
過

ご

す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私

の

周
り

に
い
て
く
れ

た
、

こ
の
留

学
に
関
す
る
す
べ
て
の
方
々
に
、

心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当

に
、

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い

ま
し
た
。

今

年

度

（
平
成

十

九

年

度

）

は
、
全
国

レ

ベ
ル
で

の
活
躍

が

２

つ
あ
り

ま
し
た
。
ひ
と

つ
は

谷
家
悠
海
さ
ん

（全
日
制

二
年
）

の
イ

ン
タ
ー

ハ
イ

で
の
活
躍

で

す
。
競
泳
女

子

一
〇

〇
メ

ー
ト

ル
自
由
形

で
な
ん

と
全
国
第

二

位

と
い
う
素
晴

ら
し

い
成
績
を

残

し
、
本
校

の
名
前

を
全
国

に

広

め

て
く
れ
ま
し
た
。
彼

女

は

普

通
な
ら
そ

の
場

に
居
る
だ

け

で
平
常
心
を
失

っ
て
し
ま
う
よ

う
な
全
国
大
会

の
し
か
も
決
勝

の
場

面

で
、
自

己
新

記
録
を
出

し

て
し
ま
う
よ
う
な
強

い
心
臓

の
持

ち
主

で
す
。
こ

の
本
番

の

強
さ
は
私
達

に
と

っ
て
学
ぶ

ベ

き
も

の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
ひ
と

つ
は
短
歌
甲
子
園

で

の
準
優
勝

で
す

。
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
い
う
間
に
決
勝
ま
で
行

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
運
も
味
方

し
た

と
は

思
い
ま

す
が

、
勝

ち

上
が

っ
て
行
く

に
従

っ
て
力
を

つ
け

て
き
た

こ
と
が
勝

因
で
は

な
い
か
。
」
と
引
率
教
諭
は
お

っ

し

ゃ

っ
て
い
ま

し
た
が

、
こ
れ

ま
た
本
校
生

の
本
番

で

の
強
さ

が
発
揮
さ
れ

た
と
言
え
る

の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
く
ら
力
が
あ

っ
て
も
、
誰

し
も
が
本
番

で
力
を
発
揮

で
き

る
わ
け

で
は
あ

り

ま

せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
普
段

の
練

習
と

い
う
裏

づ

け
が
あ
る

わ
け

で
す
が
、
メ

ン
タ
リ

テ

ィ
ー

の
部

分
も
大
き

い
わ
け

で
す
。
緊
張
感

の
中

で

い
か

に
平
常

の
自
分

に
近
づ

け

る
か
と

い
う

こ
と
は
大
学
受
験

に
も

通
じ
る
わ

け
で
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
要
求
さ
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
力

は

一
朝

一
夕

に

身

に
付

く
も

の
で
は
あ
り
ま

せ

ん
。
普

段

の
絶

え
間
な

い
努

力

の
賜
物

で
す
。
そ
う

い
う
意
味

で
、
部
活

動
な

ど

の
特

別
活
動

に
参
加
す
る

こ
と
は
重
要
と
考

え
ま

す
。
こ
の
二

つ
の
快
挙
以

外

の
も
特
筆

す
べ
き
も

の
は
た

く
さ
ん
あ
り

ま
す

。
ボ

ク

シ

ン

グ
や
山
岳
が
久
々

の
晴
れ
舞
台

に
出

ら
れ
た

こ
と
は
嬉
し

い
限

り

で
す
。
ラ
イ

フ
ル
や
水
泳

の

活
躍
が
今
後
も
続
く

こ
と
を
祈
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り
ま
す
が
、
後
継
者
が
い
な
い

と
言
う
悩
み
が
あ
る
こ
と
は
事

実
で
す
。
な
ん
と
か
素
晴
ら
し

き
伝
統
を
引
き
継
い
で
ほ
し
い

も
の
で
す
。
全
日
制

・
定
時
制

で
の
俳
旬

・
短
歌
で
の
活
躍
は
、

ま
す
ま
す
勢
い
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
定
時
制
の
明
か
り
が
三
年

後
に
消
え
て
し
ま
う
の
は
残
念

な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
日
ま
で

躍
進
を
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

の
持
ち
腐
れ
で
す
。
そ
の
力
を

引
き
出
し
て
く
れ
る
伯
楽
も
重

要
で
す
が
、
自
ら
様
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
是
非
来
年
度
の
君
た

ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。
今
年
度
表

彰
を
受
け
た
生
徒
は
次
の
通
り
。

（尚
、
運
動
部
関
係
は
県
外
大
会

出
場
お
よ
び
県
大
会
入
賞
以
上

の
者
の
み
、
文
化
部
関
係
は
そ

れ
に
相
当
す
る
も
の
を
載
せ
ま

し
た
。
）

擬

購

謬

☆
関
東
高
校
競
技
大
会
県
予
選
会

女
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

第
５
位

廣
瀬
　
千
紗

（
二
の
四
）

男
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

優
勝

藤
枝
　
俊
明

（
二
の
三
）

第

三
位

杉
山
　
大
樹

（
三
の
七
）

☆
関
東
高
校
競
技
大
会
出
場

女
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

出
場

康
瀬
　
千
紗

（
二
の
四
）

男
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射
出
場

藤
枝
　
俊
明

（
二
の
三
）

杉
山
　
大
樹

（
三
の
七
）

☆
全
国
高
校

選
手
権
県
予
選
会

女
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

二
位

慶
瀬
　
千
紗

（
二
の
四
）

男
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

三
位

杉
山
　
大
樹

（
三
の
七
）

五
位

藤
枝
　
俊
明

（
二
の
三
）

☆
全
国
高
校
選
手
権
出
場
者

女
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

出
場

廣
瀬
　
千
紗

（
二
の
四
）

男
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

出
場

俊
明

（
二
の
三
）

大
樹

（
三
の
七
）

☆
関
東
達
抜
大
会
県
予
選
会
及
び

茨
城
県
高
校
新
人
大
会

女
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射
優
勝

慶
瀬
　
千
紗

（
二
の
四
）

男
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射
優
勝

藤
枝
　
俊
明

（
二
の
三
）

☆
関
東
高
校
選
抜
大
会
出
場

女
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

第
八
位

康
瀬
　
千
紗

（
二
の
四
）

男
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
個
人
立
射

第
九
位

藤
枝
　
俊
明

（
二
の
三
）

●
剣
道
部

☆
茨
城
県
高
校
新
入
大
会
兼
第
十

七
回
全
国
選
抜
大
会
県
予
連
会

男
子
団
体

の
部

野
澤
　
陸
史

（
一

岩
坂
　
陽
平

（
一

山
中
　
裕
貴

（
一

池
上
　
修
平

（

高
星
　
修
平

（

出
川
　
翔
大

（

下
条
　
卓
己

（

第
五
位

の
二
）

の
四
）

の
六
）

の
二
）

の

一
）

の
二
）

の

一
）

●
弓
道
部

☆
茨
城
県
高
校
弓
道
新
人
大
会
兼

全
国
高
校
選
抜
大
会
県
予
選
会

男
子
団
体
の
部
　
　
　
第
三
位

高
広

（
二
の
六
）

太
平

（
二
の
七
）

友
祐

（
二
の
六
）

知
弘

（
一
の
五
）

●
山
岳
部

☆
第

五

一
回
関
東
高
等
学
校

登
山
大
会
茨
城
県
予
選
会

男
子
の
部
　

　

　

　

　

五
位

飯
村
　
慎
吾

（
二
の

一
）

川
澄
　
真
丈

（
二
の
五
）

宇
野
　
隆
志

（
二
の
六
）

太
田
　
　
暁

（
二
の
六
）

☆
第
五

一
回
関
東
高
等
学
校

登
山
大
会

男
子
の
部
　

　

　

　

　

出
場

慎
吾

（
二
の

一
）

真
丈

（
二
の
五
）

隆
志

（
二
の
六
）

暁

（
二
の
六
）

●
ポ
ク
シ
ン
グ
部

☆
関
東
高
校
ポ
ク
シ
ン
グ
大
会

茨
城
県
予
選
会

ウ

ェ
ル
タ
ー
級

　

　

　

一
一位

深
谷
　
一元
太

（
二
の
四
）

☆
関
東
高
校
ポ
ク
シ
ン
グ
大
会

ウ

ェ
ル
タ
ー
級

　

　

　

一二
位

深
谷
　
一見
太

（
三
の
四
）

会 報

塩 深 日 三
谷 谷 井 村

西

　

さ
て
諸
君
は
様
々
な
分
野
に

テ

華

す

杉 藤
山 枝

太 宇 川 飯
田 野 澄 村

( 1 9 )



紫 西 会 報
☆
茨
城
県
選
手
権
大
会
兼
全
国
高

校
選
抜
大
会
兼
高
校
新
入
大
会

ラ
イ
ト
級
　
　
　
　
第
二
位

大
武
　
勇
人

（
二
の
五
）

●
水
泳

☆
第

五
六

回
高
校

選
手
権
兼

関
東
高
校
県
予
選
会

女
子

一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

五
八
秒

四
六
　

　

　

優
勝

女
子
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

三
分
〇
七
秒

三

一　
　
優
勝

谷
家
　
悠
海

（
二
の
二
）

☆
平
成
十
九
年
度
関
東
高
校

水
泳
競
技
大
会

女
子

一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

五
八
秒

三

十
　

　

　

五
位

女
子
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

出
場

谷
家
　
悠
海

（
二
の
二
）

☆
平
成
十
九
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会

女
子

一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

五
七
秒
六
二
　

　

　

一
一位

谷
家
　
悠
海

（
二
の
二
）

☆
第
六

一
回
国
体
茨
城
県
大
会
第

四
二
回
県
民
総
合
体
育
大
会
高

等
学
校
水
泳
競
技
大
会

女
子

一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

五
九
秒
六
四
　

　

　

優
勝

女
子
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

三
分
〇
六
秒
九

一　
　
優
勝

谷
家
　
悠
海

（
二
の
二
）

☆
第
六

二
回
国
民
体
育
大
会

少
年
女
子

一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

少
年
女
子
二
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー

出
場

谷
家
　
悠
海

（
二
の
二
）

☆

平
成
十
九
年
度
茨

城
県
教
育

委
員
会
教
育
長
褒
状

受
賞

谷
家
　
悠
海

（
二
の
二
）

◎
文

化

関

係

●
美
術
部

☆
茨
城
県
高
校
美
術
展
入
選
者

野
原

　

（
一
の
七
）

は
る
圭

（
一
の
三
）

晴
菜

（
一
の
四
）

悟

（
三
の
四
）

●
書
道
関
係

☆
茨
城
県
高
校
書
道
展
入
選
者

安
生
　
美
穂

（
二
の
五
）

川
澄
　
真
丈

（
二
の
五
）

☆
第
五
十
六
回
全
国
高
校
書
道
展

毎
日
新
聞
社
賞

安
生
　
美
穂

（
二
の
五
）

金
賞

川
澄
　
真
丈

（
二
の
五
）

☆
第

二
十

三
回
全

日
本
高
等
学

校
書
道
公
募
展

特
選

安
生
　
美
穂

（
二
の
五
）

銀
賞

川
澄
　
真
丈

（
二
の
五
）

☆
第
十

二
回
全

日
本
高
校

。
大

学
書
道
展

準
優
秀
賞

安
生
　
美
穂

（
二
の
五
）

☆
第

四
回
安
芸
全
国
書

展
高
校

生
大
会

入
選

安
生
　
美
穂

（
二
の
五
）

☆
第
十
六
回
国
際
高
校
生
選
抜
書
展

入
選

安
生
　
美
穂

（
二
の
五
）

郡 角 中 佐
司 田 里 藤

柳 高 稲 殿 沼 駒 宮 藤 大
沼 丸 毛 塚 田 井 窪 枝 谷

☆
第
六

回
岐
阜
女

子
大
学
全
国

書
道
展

学
長
賞

安
生
　
美
穂

（
二
の
五
）

０
写
真
部

☆
茨
城
県
高
校
写
真
展
入
選
者

正
根
知
絵
理

飯
島
　
智
子

大
林
　
亜
衣

永
井
　
美
希

一
の
三
）

の
六
）

の
七
）

の
七
）

優
秀
賞

永
井
　
美
希

（
二
の
七
）

☆
平
成

二
〇
年
度

関
東
地

区
高

校
写
真
展
参
加

永
井
　
美
希

（
二
の
七
）

●
放
送
部

☆

平
成
十
九
年
度
茨
城

県
高
等

学
校
放
送

コ
ン

テ

ス
ト
兼
第

五
四
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
高
等
学

校

コ
ン
テ
ス
ト
茨
城
県
大
会

創
作
ド
ラ

マ
　

ラ
ジ
オ
部
門

優
勝
　
県
知
事
賞

篠
原
　
理
江

（
三
の

一
）

飛
田
　
圭
吾

（
三
の

一
）

ア
ナ
ウ

ン
ス
部
門

柳
沼
　
亜
由
美

四
位

一
の
五
）

☆
第

五
四
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
高
等

学
校

ヨ
ン
テ
ス
ト
出
場

篠
原
　
理
江

（
三
の

一
）

飛
田
　
圭
吾

（
三
の

一
）

大
谷
　
直
美

（
三
の
三
）

藤
枝
　
良
昌

（
三
の
四
）

宮
径
　
拓
也

（
三
の
六
）

駒
井
　
美
穂

（
二
の
二
）

沼
田
　
里
沙

（
二
の
二
）

殿
塚
　
　
愛

（
一
の

一
）

稲
毛
　
更
歩

（
一
の
三
）

高
丸
　
直
輝

（
一
の
六
）

柳
沼
　
亜
由
美

（
一
の
五
）

直
美

（
三
の
三
）

良
昌

（
三
の
四
）

拓
也

（
三
の
六
）

美
穂

（
二
の
二
）

里
沙

（
二
の
一
じ

愛

（

吏
歩

（

直
輝

（

亜
由
美

の

一
）

の
三
）

の
六
）

一
の
五
）

(20)


